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は
じ
め
に 

令
和
二
年
十
二
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
漁
業

法
で
は
、
今
後
、
水
産
資
源
を
持
続
的
に
利
用
し

て
い
く
た
め
の
新
た
な
資
源
管
理
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。 

新
た
な
制
度

で
は
、
資
源
管

理
は
、
最
新
の

科
学
的
知
見
を

踏
ま
え
て
実
施

さ
れ
た
資
源
評

価
に
基
づ
き
管

理
目
標
を
設
定

し
、
目
標
の
達

成
を
目
指
し
て

漁
獲
可
能
量

（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
等

に
よ
る
管
理
を

行
い
、
資
源
量

を
維
持
・
回
復

さ
せ
る
こ
と
が

基
本
と
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

資
源
評
価
の
流
れ
に
つ
い
て 

資
源
管
理
を
行
う
た
め
に
、
国
の
水
産
資
源
研

究
所
が
都
道
府
県
と
共
同
で
、
漁
獲
量
や
操
業
に

関
す
る
情
報
収
集
等
、
対
象
魚
種
の
資
源
に
関
す

る
調
査
を
行
い
、
そ
の
調
査
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、 

 資
源
の
評
価
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
資
源
評
価
で

は
、
直
近
の
資
源
量
や
漁
獲
の
強
さ
等
の
結
果
に

基
づ
き
、
資
源
管
理
目
標
と
そ
れ
を
達
成
す
る
た

め
の
漁
獲
シ
ナ
リ
オ
（
将
来
ど
の
よ
う
な
漁
獲
の

強
さ
で
漁
獲
す
る
の
か
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
た

ル
ー
ル
）
が
提
案
さ
れ
ま
す
（
図
１
）。 

           新
た
な
資
源
管
理
目
標
に
つ
い
て 

資
源
管
理
目
標
は
、

持
続
的
に
最
大
の
漁
獲

量
（
最
大
持
続
生
産

量
：
Ｍ
Ｓ
Ｙ
）
を
得
ら

れ
る
状
態
を
目
標
と
し

て
、
こ
の
時
の
親
魚
の

資
源
量
を
「
目
標
管
理

基
準
値
」
と
し
、
そ
の

時
の
漁
獲
の
強
さ
（
漁

獲
圧
）
を
「
目
標
と
な

る
漁
獲
圧
」
と
し
て
い

図１．資源評価の流れ 

（水産研究・教育機構資料より） 



ま
す
。 

ま
た
、
資
源
の
状
態
に
つ
い
て
の
新
し
い
表
示

方
法
と
し
て
、
資
源
量
と
漁
獲
圧
の
位
置
付
け
の

推
移
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
神
戸
プ
ロ
ッ
ト
（
チ

ャ
ー
ト
）
が
示
さ
れ
ま
す
（
図
２
）。 

神
戸
プ
ロ
ッ
ト
で
は
、
右
下
の
緑
の
部
分
に
位

置
す
る
と
き
は
、
資
源
量
は
Ｍ
Ｓ
Ｙ
を
達
成
す
る

管
理
目
標
よ
り
も
多
く
、
漁
獲
の
強
さ
は
適
切
な

状
態
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
左
上
の
赤
の
部
分
に

位
置
す
る
と
き
は
、
資
源
量
は
Ｍ
Ｓ
Ｙ
を
達
成
す

る
管
理
目
標
よ
り
も
少
な
く
、
漁
獲
の
強
さ
が
過

剰
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。 

              

さ
ら
に
、
漁
業
者
が
Ｍ
Ｓ
Ｙ
を
達
成
す
る
た
め

の
管
理
方
法
を
検
討
す
る
た
め
の
材
料
と
し
て
、

資
源
管
理
目
標
と
漁
獲
シ
ナ
リ
オ
の
案
が
示
さ

れ
ま
す
（
図
３
）。 

こ
こ
で
、
目
標
管
理

．
．
．
．
基
準
値

．
．
．
と．
は．
Ｍ
Ｓ
Ｙ

．
．
．
を．
得．

る．
た．
め．
の．
親
魚
量

．
．
．
の．
こ．
と．
で
あ
り
、
限
界
管
理
基

準
値
と
は
Ｍ
Ｓ
Ｙ
の
六
十
％
相
当
の
漁
獲
量
を
、

禁
漁
水
準
値
と
は
Ｍ
Ｓ
Ｙ
の
十
％
相
当
の
漁
獲

量
が
得
ら
れ
る
親
魚
量
の
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

図
３
の
場
合
、
２
０
２
０
年
の
親
魚
量
は
六
・
二

万
ト
ン
で
す
の
で
、
Ｍ
Ｓ
Ｙ
（
五
・
一
万
ト
ン
）

を
達
成
す
る
た
め
に
は
八
・
四
万
ト
ン
ま
で
親
魚

量
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

             

資
源
管
理
目
標
と
漁
獲
シ
ナ
リ
オ
は
、
漁
業
者

や
関
係
者
が
自
由
に
参
加
出
来
る
資
源
管
理
方

針
に
関
す
る
検
討
会
（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
会

議
）
で
漁
業
者
等
の
意
見
を
十
分
か
つ
丁
寧
に
聴

き
、
現
場
の
実
態
を
十
分
に
反
映
し
、
関
係
す
る

漁
業
者
の
理
解
と
協
力
を
得
た
上
で
進
め
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
資
源
評
価
結
果
は
毎
年
、
最
新
デ
ー
タ

に
基
づ
き
更
新
さ
れ
ま
す
。 

 お
わ
り
に 

 

資
源
管
理
は
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
管
理
を
行
う
こ

と
が
基
本
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
長
崎
県
に
関
係

す
る
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
、
ブ
リ
、
マ
ダ
イ
等
で
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ａ
Ｃ
候
補
魚
種
を

含
む
最
新
の
資
源
評
価
結
果
は
、
以
下
の
水
産
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

※
わ
が
国
周
辺
の
水
産
資
源
の
現
状
を
知
る
た
め
に 
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図２．神戸プロットの例（水産研究・教育機構資料より） 

図３．資源管理目標の例 

（水産研究・教育機構資料より） 


